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序
子
産
は
名
を
僑
と
い
い
、
鄭
の
穆
公
の
孫
で
、
公
孫
僑
と
も
い

う
。
ま
た
、『
左
伝
』
襄
公
二
十
五
年
の
「
子
美
」
と
い
う
人
物

に
、
杜
預
が
「
子
美
は
、
子
産
な
り
」
と
注
し
て
お
り
、
子
美
と

も
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。『
論
語
』
憲
問
に
は
「
東
里
子

産
」
と
称
さ
れ
、
馬
融
の
注
に
「
子
産
は
東
里
に
居
す
、
因
り
て

以
て
号
と
為
す
。」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

子
産
の
生
年
は
不
明
。『
左
伝
』
に
よ
る
と
襄
公
八
年
（
前
五

六
五
）
彼
の
父
で
あ
る
子
国
（
公
子
発
）
が
蔡
を
攻
め
た
と
き
、

「
童
子
」
で
あ
っ
た
子
産
が
こ
の
あ
と
鄭
に
訪
れ
る
禍
を
予
見
し

た
と
い
う
。
孔
子
の
生
年
が
前
五
五
一
年
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
子
産
は
孔
子
よ
り
一
世
代
前
の
人
物
と
い
え
よ
う
。

禍
の
予
見
を
も
っ
て
『
左
伝
』
の
記
録
に
初
登
場
し
た
子
産

は
、
襄
公
十
年
に
内
乱
で
父
を
失
い
、
襄
公
十
九
年
に
は
卿
に
立

て
ら
れ
、
襄
公
三
十
年
に
当
時
最
大
の
勢
力
を
持
っ
て
い
た
卿
の

子
皮
か
ら
政
を
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
鄭
は
か
つ
て
晋
・
楚
か
ら
度

重
な
る
侵
攻
を
受
け
、
軍
事
的
・
経
済
的
に
圧
迫
さ
れ
弱
小
国
と

な
っ
て
い
た
が
、
子
産
が
執
政
と
な
っ
た
頃
ち
ょ
う
ど
晋
と
楚
の

間
で
弭び

兵へ
い

の
会
（
停
戦
の
約
束
）
が
持
た
れ
た
。
子
産
は
晋
・
楚

の
修
好
を
取
り
持
ち
、
ま
た
こ
の
機
に
国
内
の
税
制
・
軍
制
の
改

革
を
推
し
進
め
富
国
を
図
っ
た
。

『
左
伝
』
昭
公
六
年
、
子
産
は
法
律
を
定
め
鼎
に
鋳
込
ん
だ
。

こ
れ
は
中
国
史
上
初
の
成
文
法
の
制
定
と
言
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、
か
ね
て
よ
り
子
産
と
交
流
の
あ
っ
た
晋
の
叔
向
は
、
徳
治

を
重
ん
ず
る
立
場
か
ら
子
産
の
行
為
を
厳
し
く
批
判
し
た
。
し
か

し
、
叔
向
亡
き
後
の
晋
が
法
律
を
制
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

子
産
研
究
ノ
ー
ト

渡
辺
葉
月

中
国
研
究
集
刊 

李
号
（
総
六
十
五
号
）
令
和
元
年
六
月　

一
〇
六
︱
一
一
四
頁
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従
来
の
や
り
方
で
は
政
治
が
立
ち
行
か
な
い
と
い
う
現
実
を
、
子

産
は
い
ち
早
く
認
識
し
て
法
治
を
取
り
入
れ
た
の
で
あ
る
。

子
産
の
卒
年
は
、『
左
伝
』
と
『
史
記
』
で
異
な
っ
て
い
る
。

『
左
伝
』
に
よ
る
と
卒
年
は
昭
公
二
十
年
（
前
五
二
二
）
だ
が
、

『
史
記
』
鄭
世
家
に
は
「
声
公
五
年
（
前
四
九
六
）、
鄭
相
子
産
卒

す
」
と
あ
り
、
実
に
二
十
六
年
も
の
食
い
違
い
が
あ
る
。
山
岡
利

一
氏
は
、『
史
記
』
は
子
産
と
音
が
近
い
駟し

歂せ
ん

と
混
同
し
た
の
か

も
し
れ
な
い
と
し
、『
左
伝
』
の
卒
年
に
従
っ
て
い
る
。

こ
の
年
、
病
中
の
子
産
は
後
継
の
子
大
叔
に
対
し
て
、「
唯
だ

有
徳
者
の
み
能
く
寛
を
以
て
民
を
服
す
、
そ
の
次
は
猛
に
如
く
は

莫
し
」
と
遺
言
し
た
。
す
な
わ
ち
、
刑
罰
を
用
い
た
統
治
を
奨
め

た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
子
産
の
死
後
、
鄭
の
人
々
は
み
な
哭
泣
し

て
親
戚
の
ご
と
く
悲
し
み
、
訃
報
を
聞
い
た
孔
子
も
涙
を
流
し
た

と
い
う
。
現
在
、
子
産
の
墓
と
伝
え
ら
れ
る
遺
跡
が
河
南
省
の
陘

山
山
頂
に
あ
る
。

以
上
が
、
伝
世
文
献
か
ら
窺
え
る
子
産
と
い
う
人
物
の
概
略
で

あ
る
。
子
産
は
春
秋
時
代
の
名
宰
相
の
一
人
と
称
え
ら
れ
る
が
、

同
じ
く
名
宰
相
と
さ
れ
る
斉
の
管
仲
や
晏
嬰
に
は
『
管
子
』『
晏

子
春
秋
』
と
い
っ
た
、
そ
の
言
説
を
伝
え
る
書
が
今
日
ま
で
伝
承

さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
子
産
の
事
績
を
伝
え
る
書
は
ほ
ぼ
『
左

伝
』
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
、
二
〇
〇
八
年

に
清
華
大
学
が
入
手
し
た
竹
簡
群
の
中
に
、
子
産
に
関
連
す
る
文

献
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
子
産
研
究
に
新
た

な
資
料
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
小
稿
は
、
従
来
の
子
産

研
究
と
清
華
簡
『
子
産
』
を
取
り
上
げ
て
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
近
代
以
降
、
子
産
に
つ
い
て
の
論
文
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。
管

見
で
は
、

佐
藤
武
敏
「
鄭
の
子
産
に
つ
い
て
」（『
文
化
』
二
〇
（
六
）、

東
北
大
学
文
学
会
、
一
九
五
六
年
）

宇
都
木
章
「
鄭
の
七
穆
─
子
産
の
立
場
を
中
心
と
し
て
」

（
中
国
古
代
史
研
究
会
編
『
中
国
古
代
史
研
究
』、
吉
川
弘
文

館
、
一
九
六
九
年
）

安
本
博
「
鄭
の
子
産
と
晋
の
叔
向
」（『
東
方
学
』
第
四
十
四

号
、
一
九
七
二
年
七
月
）

塩
出
雅
「
子
産
の
施
策
と
宗
教
意
識
」（『
待
兼
山
論
叢
』
哲

学
篇
第
十
二
号
、
一
九
七
八
年
十
二
月
）

菅
本
大
二
「
鄭
の
子
産
─
『
春
秋
左
氏
伝
』
の
善
政
観
と
そ

の
変
容
」（『
国
語
教
育
論
争
』
第
六
巻
、
一
九
九
七
年
十
二

月
）

中
村
未
来
「
戦
国
期
に
お
け
る
子
産
像
」（『
中
国
研
究
集

刊
』
第
六
十
三
号
、
二
〇
一
七
年
）
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な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
研
究
書
に
つ
い
て
は
わ
ず
か
に
、
山
岡
利
一
『
子
産
の

生
涯
と
思
想
』（
前
田
書
店
、
一
九
七
八
年
）
が
あ
る
の
み
で

あ
る
。

こ
の
『
子
産
の
生
涯
と
思
想
』
に
つ
い
て
こ
こ
で
少
し
紹
介
を

加
え
た
い
。

本
書
は
、
山
岡
氏
が
一
九
四
七
年
か
ら
一
九
七
八
年
に
か
け
て

発
表
し
た
子
産
に
関
す
る
論
文
九
本
を
修
訂
、
再
構
成
し
て
集
録

し
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
章
お
よ
び
第
二
章
で
は
、
子
産
の
生
没
年
に
関
す
る
考
察

や
後
世
の
子
産
評
価
、
春
秋
時
代
と
鄭
を
取
り
巻
く
情
勢
が
取
り

上
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
山
岡
氏
は
、
子
産
の
事
跡
を
六
十
九
項
目

に
分
け
、
後
世
の
人
六
十
四
人
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
項
目
に
関
心
を

持
っ
て
い
る
か
を
綿
密
に
調
べ
上
げ
、
表
に
ま
と
め
て
い
る
。
ま

た
、「
童
子
」
や
「
春
秋
五
覇
」
と
い
っ
た
語
に
つ
い
て
複
数
の

文
献
の
用
例
を
引
き
、
紙
幅
を
割
い
て
考
証
を
重
ね
る
丁
寧
な
論

の
展
開
が
な
さ
れ
て
い
る
。

第
三
章
か
ら
第
五
章
ま
で
は
、『
左
伝
』
の
中
か
ら
子
産
の
事

績
を
こ
と
ご
と
く
取
り
上
げ
て
時
系
列
に
並
べ
、
子
産
の
生
涯
を

追
い
な
が
ら
そ
の
思
想
を
確
認
し
て
い
く
。
山
岡
氏
が
取
り
上
げ

た
『
左
伝
』
中
の
記
事
は
六
十
四
に
も
及
び
、
そ
の
全
て
に
コ
メ

ン
ト
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
相
当
な
文
量
で
あ
る
。
つ
づ
く
第
六

章
は
『
左
伝
』
以
外
の
文
献
に
記
さ
れ
た
子
産
の
事
績
で
十
二
項

目
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
子
産
の
記
述
は
『
左
伝
』
に
集
中
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
第
七
章
は
、
子
産
と
同
時
代
の
人
で
あ
る

孔
子
か
ら
、
山
岡
氏
と
同
時
代
の
人
で
あ
る
胡
適
ま
で
、
あ
ら
ゆ

る
時
代
あ
ら
ゆ
る
人
物
に
よ
る
子
産
評
価
の
言
葉
を
集
録
し
て

い
る
。

第
八
章
は
山
岡
氏
に
よ
る
結
論
で
あ
る
。
子
産
の
政
治
生
命
は

二
期
に
分
け
ら
れ
る
と
し
、
前
期
は
従
政
時
代
で
あ
り
、
晋
楚
の

間
で
疲
弊
し
き
っ
た
鄭
に
現
れ
、
外
交
で
強
国
と
折
衝
し
た
。
鄭

国
内
で
は
権
力
争
い
が
頻
発
し
た
が
、
子
産
は
中
立
を
保
つ
こ
と

で
子
皮
の
信
頼
を
得
て
、
政
権
を
委
託
さ
れ
た
。
以
後
は
執
政
時

代
で
あ
る
。
刑
律
方
面
で
は
成
文
法
を
公
開
し
、
周
王
朝
の
衰
退

に
従
っ
て
乱
れ
た
規
律
を
法
治
で
整
え
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
礼

を
廃
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
尚
礼
の
立
場
に
あ
り
、
子
産

は
伝
統
的
礼
治
を
打
破
し
な
が
ら
も
、
そ
の
主
旨
は
道
徳
に
あ
っ

た
の
だ
と
結
論
づ
け
る
。

本
書
は
子
産
に
関
す
る
伝
世
文
献
を
網
羅
し
た
、
子
産
研
究
の

基
礎
を
な
す
も
の
と
い
う
点
で
、
重
要
な
意
義
を
有
す
る
。
た
だ

し
一
部
の
記
述
や
計
算
に
誤
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、

子
産
の
生
年
に
つ
い
て
、
山
岡
氏
は
『
左
伝
』
襄
公
八
年
に
子
産

が
「
十
五
歳
以
上
二
十
歳
未
満
」
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
定
し
、

「
西
紀
前
六
六
三
年
か
、
西
紀
前
六
六
二
年
」
に
生
ま
れ
た
の
で

（ 108 ）



あ
ろ
う
と
結
論
し
て
い
る
が
、
こ
れ
で
は
祖
父
・
穆
公
の
生
年
よ

り
前
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
お
そ
ら
く
前
五
八
四
～
前
五
八
〇

年
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、
文
学
方
面
で
は
、
宮
城
谷
昌
光
氏
に
よ
る
歴
史
小

説
『
子
産
』
上
巻
・
下
巻
（
講
談
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
が
刊
行
さ

れ
て
い
る
。

二
二
〇
一
六
年
四
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡

〔
陸
〕』（
清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
与
保
護
中
心
編
・
李
学
勤
主

編
、
中
西
書
局
）
に
は
、『
子
産
』
と
題
さ
れ
た
文
献
が
含
ま
れ

て
い
る
。

清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
清
華
簡
）
は
、
骨
董
商
か
ら
買
い
戻

さ
れ
、
二
〇
〇
八
年
に
清
華
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
二
千
枚
を
超
え

る
竹
簡
群
で
あ
る
。
竹
簡
は
盗
掘
品
と
思
わ
れ
、
出
土
地
や
墓
葬

時
期
が
分
か
ら
な
い
が
、
炭
素
十
四
年
代
測
定
法
お
よ
び
文
字

学
・
文
献
学
の
観
点
か
ら
、
戦
国
時
代
中
後
期
の
文
献
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

こ
の
清
華
簡
『
子
産
』
の
整
理
者
は
李
学
勤
氏
。
簡
の
長
さ
は

約
四
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
は
〇
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

で
、
二
十
九
枚
が
現
存
し
て
い
る
。
内
容
は
子
産
の
道
徳
修
養
と

施
政
成
績
を
伝
え
る
論
説
文
で
、
整
理
者
に
よ
っ
て
全
体
が
十
一

個
の
小
段
落
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
第
二
段
落
か
ら
第

十
段
落
ま
で
は
「
此
謂
…
…
」
と
い
う
定
型
句
で
結
ば
れ
て
い

る
。
本
文
は
、
ま
ず
古
の
聖
君
が
ど
の
よ
う
に
民
を
利
し
勉
励

し
、
民
の
信
任
と
支
持
を
得
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
か
ら
述
べ
始

め
、
重
臣
た
る
子
産
が
い
か
に
「
自
勝
立
中
」（
克
己
し
中
正
に

立
つ
）
し
、「
助
上
牧
民
」（
主
君
を
助
け
民
を
治
め
る
）
し
た
か

を
説
く
。
本
篇
中
に
は
、
子
産
が
先
代
の
賢
哲
に
学
ぶ
こ
と
に
努

め
、
良
臣
を
集
め
て
「
六
輔
」
を
組
織
す
る
と
い
っ
た
政
策
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
子
産
が
夏
・
殷
・
周
の
「
三
邦
之
令
」

「
三
邦
之
刑
」
を
参
照
し
て
「
鄭
令
」「
野
令
」「
鄭
刑
」「
野
刑
」

を
制
定
し
た
と
い
う
点
は
、
子
産
が
刑
書
を
作
成
し
た
と
い
う

『
左
伝
』
の
記
載
を
証
明
し
補
う
に
足
る
も
の
で
あ
る
。

各
段
落
の
概
要
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・�

第
一
段
落
（
簡
１
～
簡
２
）
古
の
聖
君
は
、
民
を
利
す
る
こ
と

に
努
め
、
民
の
信
頼
を
得
た
。
信
じ
合
う
こ
と
で
は
じ
め
て
上

下
が
親
密
と
な
る
。

・�
第
二
段
落
（
簡
２
～
簡
３
）
良
く
な
い
君
主
は
地
位
や
富
に
固

執
し
て
国
を
危
う
く
さ
せ
る
の
で
、
民
が
離
れ
て
ゆ
く
。
一

方
、
民
を
失
う
こ
と
を
恐
れ
て
備
え
る
君
主
は
国
を
安
定
さ
せ

る
の
で
、
民
が
従
う
。
こ
れ
を
「
国
の
存
亡
は
君
主
に
か
か
っ

て
い
る
」
と
言
う
。

（ 109 ）



・�

第
三
段
落
（
簡
３
～
簡
５
）
子
産
は
好
み
を
悟
ら
れ
な
い
よ
う

に
し
、
慎
ん
で
政
を
管
理
し
、
官
吏
の
任
用
時
は
偏
愛
し
な

か
っ
た
。
己
に
打
ち
克
っ
て
公
平
さ
を
失
わ
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
を
「
為
政
者
は
好
悪
の
感
情
を
表
さ
な
い
」
と

言
う
。

・�

第
四
段
落
（
簡
５
～
簡
７
）
政
治
を
整
え
る
に
は
、
自
身
の
服

装
や
態
度
を
正
す
。
そ
う
し
て
秩
序
が
生
ま
れ
、
礼
節
が
生
ま

れ
、
政
が
上
手
く
ゆ
く
。
こ
れ
を
「
服
飾
を
正
し
く
す
る
」
と

言
う
。

・�

第
五
段
落
（
簡
７
～
簡
９
）
子
産
は
贅
沢
な
暮
ら
し
を
し
な

か
っ
た
。
贅
沢
は
驕
り
を
招
き
、
災
難
を
招
き
、
滅
亡
を
招

く
。
君
子
は
そ
れ
を
憂
慮
し
て
備
え
、
災
難
を
遠
ざ
け
る
。
こ

れ
を
「
逸
楽
を
い
や
し
め
る
」
と
言
う
。

・�

第
六
段
落
（
簡
９
～
簡
11
）
人
君
が
民
を
治
め
る
に
は
、
地
位

を
固
め
て
臣
下
に
畏
敬
の
念
を
抱
か
せ
、
適
所
に
配
置
し
て
、

君
が
直
接
努
め
行
わ
な
い
こ
と
。
民
を
得
て
い
れ
ば
天
の
災
い

は
な
く
、
外
敵
も
襲
っ
て
こ
な
い
。
君
が
個
人
的
に
民
を
使
役

す
れ
ば
犯
罪
が
横
行
し
、
民
が
零
落
し
、
為
政
者
も
危

う
く
な
る
。
こ
れ
を
「
直
に
使
役
し
な
け
れ
ば
罪
は
な
い
」
と

言
う
。

・�

第
七
段
落
（
簡
11
～
簡
14
）
有
道
の
君
は
民
を
調
和
さ
せ
、
大

国
な
ら
ば
よ
く
治
め
長
く
保
ち
、
小
国
な
ら
ば
よ
く
支
え
成
長

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
て
天
に
答
え
て
神
霊
に
通

じ
、
民
を
集
め
人
材
を
得
て
傷
害
を
避
け
る
こ
と
で
、
古
の
聖

君
は
自
国
を
治
め
た
。
こ
れ
を
「
前
古
の
例
に
従
う
」
と
言

う
。

・�

第
八
段
落
（
簡
14
～
簡
19
）
先
君
の
宰
相
で
よ
く
国
を
助
け
天

下
に
名
を
成
し
た
者
は
献
身
的
で
あ
っ
た
。
子
産
は
、
内
政
に

お
い
て
は
善
人
を
推
薦
し
そ
う
で
な
い
者
を
退
け
、
外
交
に
お

い
て
は
周
辺
国
へ
の
使
者
と
な
っ
た
。
君
主
を
助
け
て
民
を
治

め
、
民
に
過
失
が
あ
っ
て
も
誅
さ
な
か
っ
た
。
下
々
は
お
上
に

倣
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
民
が
信
頼
し
て
目
標
に
す
る
」
と

言
う
。

・�

第
九
段
落
（
簡
19
～
簡
23
）
古
の
狂
君
は
自
ら
を
賢
い
と
思
っ

て
人
を
遠
ざ
け
国
を
崩
壊
さ
せ
た
が
、
善
君
は
昔
の
善
王
の
法

に
鑑
み
、
賢
者
を
求
め
て
国
家
を
運
営
し
た
。
子
産
は
「
先
生

の
俊
」
を
尊
敬
し
「
六
輔
」
を
設
置
し
、
嘘
つ
き
や
過
度
な
贅

沢
を
す
る
者
を
遠
ざ
け
た
。
こ
れ
を
「
善
に
従
っ
て
過
失
を
追

い
払
う
」
と
言
う
。

・�

第
十
段
落
（
簡
23
～
簡
26
）
子
産
は
善
に
従
っ
て
優
れ
た
人
物

を
用
い
、「
三
邦
の
令
」
に
倣
い
「
鄭
令
」「
野
令
」
を
作
っ
て

人
々
を
教
え
導
き
、
ま
た
「
三
邦
の
刑
」
に
倣
い
「
鄭
刑
」

「
野
刑
」
を
作
っ
て
、
令
を
尊
び
法
を
緩
や
か
に
す
る
こ
と
で
、

無
教
無
辜
の
者
を
許
し
た
。
こ
れ
を
「
美
点
を
誇
っ
て
悪
を
捨
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て
去
る
」
と
言
う
。

・�
第
十
一
段
落
（
簡
26
～
簡
29
）
民
に
法
度
が
あ
る
こ
と
で
上
下

は
連
帯
す
る
。
穏
や
か
に
和
合
し
て
、
大
国
と
の
巡
り
合
わ
せ

は
な
か
っ
た
が
、
大
国
も
そ
の
謀
に
従
っ
た
。
一
身
か
ら
天
下

に
到
る
ま
で
、
安
ら
か
に
用
い
て
間
違
う
こ
と
は
な
く
、
成
功

裏
に
終
え
た
の
で
あ
る
。

子
産
の
名
が
登
場
す
る
の
は
わ
ず
か
五
箇
所
で
あ
る
が
、
全
体

を
通
し
て
、
子
産
の
政
策
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
為
政
者
へ
の
教
訓

を
述
べ
て
い
る
文
献
と
言
え
る
。

子
産
は
、
刑
書
を
鋳
た
こ
と
か
ら
、
後
世
の
人
々
に
よ
っ
て
法

家
の
祖
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
実
際
に
清
華
簡
『
子

産
』
に
は
法
家
的
な
思
想
が
散
見
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
第
三
段

落
に
は
「
好
悪
亡
し
」
と
為
政
者
が
好
き
嫌
い
の
感
情
を
隠
す
べ

き
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
韓
非
子
』
に
「
好
を

去
り
悪
を
去
れ
ば
、
群
臣�

素
を
見あ
ら
わす
」（
主
道
・
二
柄
）
と
あ
る

の
と
同
様
で
、
出
世
を
望
む
者
が
為
政
者
の
好
み
に
合
わ
せ
て
本

心
を
偽
る
の
を
防
ぐ
考
え
で
あ
る
。
ま
た
、
第
六
段
落
に
は
、

「
臣
人�

君
を
畏
る
る
に
道
有
り
」
と
、
臣
下
を
恐
れ
さ
せ
る
術
を

述
べ
る
ほ
か
、「
君
人�

事
と
す
る
亡
し
」
に
は
『
慎
子
』
や
『
申

子
』
に
見
え
る
「
無
事
」
の
思
想
が
窺
え
る
。

一
方
で
、
反
法
家
的
な
思
想
も
見
受
け
ら
れ
る
。
第
九
・
十
・

十
一
段
落
で
「
法
」
や
「
刑
」
に
言
及
す
る
も
の
の
、
第
八
段
落

に
は
「
民
に
過
失
傲
逸
有
れ
ど
誅
さ
ず
」
と
あ
り
、
信
賞
必
罰
と

は
異
な
る
寛
容
な
態
度
を
見
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
十
段
落
に

「
亡
教
不
辜
を
釈ゆ
る

す
」
と
あ
る
の
も
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
こ
れ

は
愛
民
の
視
点
か
ら
教
化
を
重
視
す
る
立
場
で
あ
り
、『
論
語
』

の
「
教
え
ず
し
て
殺
す
、
之
を
虐
と
謂
う
」（
堯
曰
）
に
近
い
。

ま
た
、
第
二
段
落
に
「
存
亡�

君
に
在
り
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は

為
政
者
の
資
質
が
国
家
の
運
命
を
左
右
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
聖
人
の
出
現
に
頼
る
徳
治
を
批
判
し
た
法
家
と
は
立
場
を
異

に
し
て
い
る
。
ほ
か
に
は
、
第
七
・
九
段
落
に
尚
古
的
な
思
想
が

窺
え
る
が
、
こ
れ
も
韓
非
子
が
「
守
株
」
等
の
た
と
え
話
を
用
い

て
批
判
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
第
四
段
落
で
は
「
秩
は
節
に
従
い
礼
を
行
う
所
以
な

り
、
礼
を
行
い
政
を
践
む
に
事
有
り
」
と
、「
礼
」
を
重
視
す
る

記
述
が
見
ら
れ
る
。
同
段
落
に
「
政
を
整
う
る
は
身
に
在
り
、
文

理
、
形
体
、
端
冕
、
恭
倹
整
斉
す
」
と
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

「
礼
」
は
内
面
の
仁
の
発
露
な
ど
で
は
な
く
、
社
会
秩
序
を
保
つ

た
め
の
形
式
的
な
手
段
で
あ
る
。
儒
家
に
は
、
孟
子
ら
内
面
の
修

養
を
重
ん
じ
る
学
派
と
、
荀
子
ら
外
面
の
形
式
を
重
ん
じ
る
学
派

が
あ
る
が
、
こ
の
文
献
は
後
者
の
考
え
に
近
い
。
た
だ
、『
子
産
』

は
『
荀
子
』
や
法
家
思
想
で
否
定
さ
れ
る
「
天
」
や
「
神
」
と
人

間
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
相
関
を
認
め
て
お
り
、
第
六
段
落
の

「
民
を
得
て
天
殃
至
ら
ず
、
外
仇
否な

し
」
か
ら
は
素
朴
な
天
の
思
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想
が
窺
え
る
。

伝
世
資
料
と
『
子
産
』
の
内
容
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
こ
の

文
献
が
『
左
伝
』
等
の
中
に
見
え
る
実
際
の
事
件
を
扱
っ
た
も
の

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
整
理
者
が
指
摘
す

る
よ
う
に
、『
左
伝
』
昭
公
六
年
に
晋
の
叔
向
が
子
産
の
刑
書
制

定
を
批
判
す
る
際
、
そ
の
根
拠
に
夏
・
殷
・
周
の
刑
が
衰
乱
期
に

作
ら
れ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
点
は
、
鄭
の
刑
書
が
実
際
に
「
三

邦
の
刑
」
に
倣
っ
て
作
ら
れ
た
こ
と
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
る

こ
と
も
可
能
に
な
っ
た
。
ま
た
、
子
産
の
暮
ら
し
ぶ
り
に
つ
い

て
、
伝
世
資
料
に
は
記
述
が
な
く
、
た
だ
子
産
以
前
に
実
権
を

握
っ
て
い
た
伯
有
が
奢
侈
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
子
産
の
政
策
に
泰

侈
な
者
を
倒
し
て
忠
倹
を
推
奨
し
た
と
『
左
伝
』
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
子
産
自
身
も
恭
倹
に
努
め
た
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
て
い
た

が
、『
子
産
』
に
よ
っ
て
そ
れ
が
裏
付
け
ら
れ
た
。

ほ
か
に
も
、
優
秀
な
人
物
を
探
し
て
薦
め
仲
間
に
す
る
こ
と
が

『
子
産
』
の
本
文
中
に
何
度
か
説
か
れ
る
が
、
こ
れ
は
「
能
を
択

び
て
之
を
使
う
」
と
い
う
『
左
伝
』
襄
公
三
十
一
年
の
記
述
と
矛

盾
し
な
い
。
ま
た
、
安
本
氏
は
『
左
伝
』
の
記
述
か
ら
、
子
産
は

鄭
が
小
国
で
あ
る
と
い
う
現
実
を
認
識
し
て
お
り
、「
こ
の
事
実

の
認
識
─
─
現
実
の
確
認
は
、
子
産
が
後
に
宰
相
と
し
て
晋
楚
と

わ
た
り
合
う
時
に
、
基
本
的
な
視
点
と
し
て
一
貫
し
て
彼
の
思
想

の
中
心
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。
…
…
現
実
認
識
を
欠
落
し
た
政
治

の
あ
り
方
は
、
滅
亡
の
道
を
と
る
し
か
な
い
の
だ
と
す
る
子
産
の

政
治
姿
勢
は
、
深
い
現
状
分
析
に
基
く
も
の
で
あ
ろ
う
。」（「
鄭

の
子
産
と
晋
の
叔
向
」）
と
分
析
し
て
い
る
が
、『
子
産
』
第
十
一

段
落
の
「
能
く
其
の
身
を
知
る
」
と
い
う
表
現
は
、
子
産
の
深
く

鋭
い
現
実
認
識
を
簡
潔
に
述
べ
た
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

『
子
産
』
と
他
の
出
土
資
料
と
の
関
係
で
は
、
同
じ
く
清
華
簡

の
『
良
臣
』
が
注
目
さ
れ
る
。

『
良
臣
』
の
整
理
者
は
沈
建
華
氏
。
竹
簡
数
は
全
十
一
枚
で
、

文
字
の
欠
失
は
見
ら
れ
ず
、
簡
の
長
さ
は
約
三
十
二
・
八
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
。『
良
臣
』
と
い
う
篇
題
は
仮
に
つ
け
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。
本
篇
は
墨
節
に
よ
っ
て
二
十
の
小
段
落
に
区
切
ら
れ
て
お

り
、
内
容
は
、
黄
帝
か
ら
春
秋
時
代
ま
で
の
著
名
な
君
主
の
良
臣

を
記
す
も
の
で
あ
る
。
基
本
的
に
「〈
国
名
〉〈
君
主
名
〉
有
〈
臣

下
名
〉」
と
い
う
形
式
で
、
黄
帝
か
ら
周
武
王
ま
で
は
時
代
順
に
、

春
秋
時
代
の
諸
侯
国
は
国
別
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

子
産
に
つ
い
て
は
『
良
臣
』
第
九
簡
か
ら
第
十
簡
に
か
け
て
、

「
鄭
の
定
公
の
相
に
子
皮
有
り
、
子
産
有
り
、
子
大
叔
有
り
。
子

産
の
師
は
、
王
子
伯
願
、
肥
仲
、
杜
逝
、

厈
。
子
産
の
輔
は
、

子
羽
、
子
刺
、
蔑
明
、
卑
登
、
富
之

、
王
子
百
。」
と
あ
り
、

例
外
的
に
子
産
周
辺
の
人
物
名
が
詳
し
く
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
う
ち
、「
子
産
の
師
」
と
さ
れ
る
四
名
は
い
ず
れ
も
伝
世
文
献

に
未
出
の
人
物
で
あ
り
、「
子
産
の
輔
」
と
さ
れ
る
六
名
に
つ
い
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て
は
、
伝
世
文
献
に
名
が
見
え
る
者
も
未
出
の
者
も
い
る
。
こ
の

「
子
産
の
師
」「
子
産
の
輔
」
は
、『
子
産
』
第
九
段
落
に
お
い
て

そ
れ
ぞ
れ
「
先
生
の
俊
」「
六
輔
」
と
し
て
登
場
し
、
そ
こ
で
挙

げ
ら
れ
て
い
る
人
物
名
も
概
ね
一
致
し
て
い
る
。『
子
産
』
と

『
良
臣
』
は
、
そ
の
筆
致
や
様
式
が
異
な
る
た
め
、
別
人
に
よ
っ

て
書
写
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
両
者
と
も
に
三
晋
系
の
書

法
が
見
ら
れ
る
と
整
理
者
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
清
華
簡
『
子
産
』
の
概
要
、
思
想
、
他
文
献
と
の
関

係
を
見
て
き
た
が
、
最
後
に
今
一
度
『
子
産
』
の
内
容
に
立
ち
返

る
と
、「
昔
の
聖
君
」「
良
か
ら
ざ
る
君
」「
有
道
の
君
」「
古
の
狂

君
」
等
の
統
治
を
比
較
し
て
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
篇
の
想

定
さ
れ
る
読
者
は
お
そ
ら
く
「
君
主
」
な
の
だ
が
、
そ
こ
に
鄭
の

大
夫
で
あ
る
子
産
が
理
想
の
よ
う
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の

は
、
や
や
不
自
然
の
感
が
拭
え
な
い
。
こ
こ
に
は
す
な
わ
ち
、
子

産
を
単
な
る
臣
下
で
は
な
く
、
一
国
の
統
治
者
と
み
な
し
て
尊
ぶ

考
え
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
た
と
え
ば
『
左
伝
』
襄
公
二
十
九

年
に
、
鄭
の
子
皮
が
執
政
と
な
っ
た
こ
と
を
「
即
位
」
と
表
現
し

て
い
る
が
、
こ
れ
は
実
権
が
も
は
や
鄭
君
に
は
な
く
、
卿
に
移
っ

て
い
る
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
と
考
え
ら
れ
る
。
す
る
と
『
良
臣
』

に
、
基
本
形
式
を
外
れ
て
「
定
公
の
相
に
子
皮
有
り
、
子
産
有

り
、
子
大
叔
有
り
」
と
あ
る
の
は
、
何
ら
か
の
意
図
が
あ
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

『
子
産
』
の
整
理
者
は
、
本
篇
が
子
産
を
崇
拝
す
る
人
物
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
推
測
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
子
産
学
派
と
は

呼
べ
な
い
ま
で
も
、
そ
の
政
治
手
腕
を
評
価
し
実
際
の
政
治
に
取

り
入
れ
よ
う
と
い
う
考
え
を
持
つ
人
々
の
存
在
が
、
こ
の
文
献
の

出
土
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

結
清
華
簡
『
子
産
』
を
研
究
対
象
に
含
ん
だ
論
文
に
、
中
村
未
来

「
戦
国
期
に
お
け
る
子
産
像
」
が
あ
る
。
本
稿
は
、
戦
国
期
儒
家

が
子
産
に
与
え
て
い
る
「
恵
」
と
い
う
評
価
を
中
心
に
、
戦
国
期

の
文
献
に
窺
え
る
子
産
像
の
相
違
と
、
そ
れ
が
ど
こ
か
ら
生
じ
た

も
の
で
あ
る
か
を
考
察
し
て
い
る
。

ま
ず
、『
論
語
』
に
お
け
る
子
産
は
、
孔
子
の
敬
慕
す
る
対
象

で
あ
り
、
君
子
の
道
を
体
得
し
、
外
交
に
携
わ
り
、
民
に
恵
み
深

い
人
物
で
あ
る
。
し
か
し
『
孟
子
』
お
よ
び
『
荀
子
』
で
は
、
恵

み
深
い
人
物
で
は
あ
る
が
政
治
を
知
ら
な
い
と
い
う
評
価
が
な
さ

れ
て
い
た
。

そ
こ
で
清
華
簡
『
子
産
』
の
内
容
を
確
認
す
る
と
、
た
し
か
に

民
に
対
し
て
慈
悲
深
い
こ
と
を
窺
わ
せ
る
文
章
も
あ
る
が
、『
孟

子
』『
荀
子
』『
礼
記
』
に
見
え
る
よ
う
な
、
政
治
を
知
ら
ず
、
民

の
教
化
を
知
ら
な
い
と
い
う
よ
う
な
子
産
評
価
と
は
反
す
る
子
産
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像
が
記
さ
れ
て
い
た
。『
孟
子
』
以
降
の
後
儒
が
こ
と
さ
ら
強
調

し
た
「
恵
人
」
と
い
う
子
産
評
価
は
、『
荘
子
』
や
『
韓
非
子
』

に
は
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
中
村
氏
は
、
お
そ
ら
く
孟
子
が
子
産

の
事
績
の
中
か
ら
、
税
制
と
軍
制
の
改
革
に
着
手
し
た
統
治
者
と

し
て
の
姿
や
刑
書
を
鋳
た
法
治
を
重
視
す
る
姿
を
取
り
去
り
、

「
恵
人
」
の
姿
だ
け
を
選
び
取
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
そ

し
て
そ
れ
は
他
の
諸
子
も
同
様
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
想
家
が

自
ら
の
主
張
に
合
う
形
で
子
産
の
事
績
を
選
び
取
っ
た
結
果
、
戦

国
期
の
様
々
な
子
産
評
価
が
生
じ
た
の
だ
と
結
論
づ
け
る
。

先
に
も
述
べ
た
通
り
、
こ
れ
ま
で
子
産
の
事
績
は
『
左
伝
』
の

記
述
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
、
従
来
の
子
産
研
究
は
『
左
伝
』
の
記

述
に
よ
る
ほ
か
な
か
っ
た
。
清
華
簡
『
子
産
』
の
公
開
に
よ
り
、

新
た
な
角
度
か
ら
子
産
研
究
に
踏
み
込
め
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、

『
左
伝
』
と
の
関
係
や
、
鄭
・
晋
・
楚
と
の
文
化
的
接
触
と
い
う

点
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
研
究
が
進
む
こ
と
に
な
る
で

あ
ろ
う
。

（ 114 ）




